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では教えられないことや昔ながらの

日本の心を子供達に伝えねばなりま

せん。その他にも、日常生活の中で自

分ひとりでは生きてゆけないこと、思

いやりの心を取り戻すことが求めら

れているのではないでしょうか。そし

てまたこれらの活動も、神戸市シルバ

ーカレッジを卒業した熟年世代の人

達が生きがいを感じながら、思いやり

の心を持って地域で活動することに

よって、市民の皆様の心にひびくこと

でしょう。 

 昨年の経過報告と今後の予定につ

いて、下記に述べます。 

 こうべ環境未来館 

 昨年 3 月末公募によって、企画運営

業務の委託を引き続いて受注し、現在

スタッフ一同鋭意活動中であります。

本年は特に注目される事業でありま

す。それは 5 月にサミット(主要国首

脳会議)の環境大臣会議が神戸市で行

われ、それにともなって各種の環境関

連のイベントが行われます。グループ 

わ においても環境未来館および環境

部会をはじめとして、各会員の皆様の

ご協力をお願いします。 

 電話相談委託事業 

 本業務は 2 種類あります。一つは平

成 17 年 7 月から実施しています神戸

市こども家庭センターでの｢児童虐待

夜間休日相談ダイヤル｣です。二つ目

は平成 19 年 3 月から実施しています

神戸市教育委員会の「いじめホットラ

イン」電話教育相談であります。 

いずれも 30 数名の登録メンバーが交

替で執務しており、現在のところ大き

なトラブルもなく順調に推移してお

ります。 

 須磨一ノ谷プラザの管理運営 

 昨年 4 月から旧勤労会館海の家を

名称変更し、一部リニューアル後に貸 

室業務を行ってきました。 須磨区、

長田区などの婦人会、自治会、各種 
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サークルなどのグループの方々に利

用して頂いておりますが、稼働率が

20％程度のため採算割れの状況にな

っております。今後引き続いて運営

するためには何らかの対策が必要で

あることを須磨区に申し入れ、協力

を求めているところです。 

 パソコン講習会 

 シルバーカレッジのご好意によ

り、パソコン利用の要請を受けて、

グループ わ の中にパソコン講習の

会を発足させ、わ の会員が講師を受

け持って講習会を実施しておりま

す。受講生はカレッジ在校生および

一般高齢者の方々です。内容は各種

講座に分かれており、延総時間数は

4800 時間に達しております。平成 20

年度も引続き実施する予定ですの

で、希望する方がおられましたらご

紹介してください。 

 (財)長寿社会開発センター助成事業 

 事業内容は 3 年毎に更新していま

すが、平成 19 年度は｢伝承文化、環

境保全、健康増進｣をテーマとして活

動しております。年間 18 のイベント

を開催し親子づれや熟年の人達に参

加して頂き、楽しみながら学んでも

らっています。これからの行事は、2

月 17 日”世界の保存食を食べよう“、

3 月 9 日”炭焼き塾とケナフ紙すき

塾“3 月 11 日”ペタンク大会“など

を予定しています。平成 20 年度も応

募して事業を継続してゆく所存であ

ります。     

 フルーツフラワーﾊﾟｰｸとの協働事業 

 年間 5～6 件のイベントをフルー

ツフラワーパークと協力して行って

おります。 

 例えば七夕祭り、昔あそび、野鳥

観察など、親子づれなどに好評で市

民の皆様と心をかよわす素晴らしい

催しであります。その他にも観光シ 
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        新しい年を迎え、   

     グループ わ の会員 

     の皆様の今後のご活

躍     躍と健康を祈念し、 

     謹んで新年のご挨拶 

を申し上げます。 

日頃はグループ わ の活動と運

営にご理解とご協力を頂き、役員

を代表して深く感謝申し上げま

す。昨年は、グループ わ 設立 10

周年記念事業を 9 月に開催し、矢

田神戸市長をはじめ多数のご来賓

をお迎えして挙行できましたこと

は誠に喜ばしいことでありまし

た。 

新年に当り考えてみますと、グ

ループ わ に期待されていること

には誠に大きなものがあります。 

一つには、地球環境の問題があり

ます。温暖化や異常気象は今や世界

的な大きなテーマとなり、特にヨー

ロッパでは一般家庭でも、ムダをな

くしエネルギー消費を最小限にす

る努力が行われています。日本では

企業でのCO2排出抑制が始まりまし

たが、家庭での努力はヨーロッパに

比べ非常に遅れています。「もった

いない」の言葉が身についている私

達の世代が若い人達や子供達に、ム

ダをなくそう！異常気象を防ご

う！と呼びかけようではありませ

んか。 

 二つには、子供の教育問題です。

自己中心的で我慢することも、努

力することも身につかないまま育

ち、自分が気にいらなければ相手

を攻撃する若者が増えました。相

手を思いやり共に生きる地域社会

を知っている私達の世代が、学校 

 


